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資質・能力
のリスト日本語教師の専門性 ？

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【役 割】
（１）日本語教師   ： 日本語学習者に直接日本語を指導する者
（２）日本語教育コーディネーター ：
日本語教育プログラムの策定・教室運営・改善，日本語教師等に対する指導・助言を行うほか，多様な機関との連携・協力を担う者
（３）日本語学習支援者： 日本語教師や日本語教育コーディネーターと共に日本語学習者の日本語学習を支援し，促進する者
【段 階】 （１）日本語教師については，三つの段階に整理した。
①養成・・・日本語教師を目指す者
②初任・・・日本語教師の養成段階を修了した者で，それぞれの活動分野に新たに携わる者
③中堅・・・日本語教師として初級から上級までの技能別指導を含む十分な経験を有する者

「資質・能力のリスト」の説明
固定的に捉えられて一人歩きしているのが悪い。
フィールドと段階ごとに必要とされる知識・技能・態度
例えば、地域では、日本語学校では、初任は、中堅は




 各々が自らの実践を通して
作り上げていくプロセス

 個々の日本語教師によって
異なる

個別的・動態的専門性観

 第三者によって規定される
固定的な資質・能力

 すべての（特定の分野で
活動する特定の段階の）
日本語教師に必要とされる

一般的・静態的専門性観

「準拠枠」としての
資質・能力のリストの受容

銀行型 日本語教師の専門性

「参照枠」としての
資質・能力のリストの受容

問題解決型 日本語教師の専門性

私たちの専門性観

資質・能力
のリスト



1.資質・能力のリスト
年 発行機関・文書名 背景 専門性

1985 文部省日本語教育施策
の推進に関する調査研究
会「日本語教員の養成に
ついて」

「留学生受け入れ10万
人計画」に伴う留学生の
多様化

・日本語や日本事情に関する
知識・能力

2000 文化庁日本語教員の養
成に関する調査研究協力
者会議「日本語教育の
ための教員養成について」

ニューカマーの定住化、
及び外国人技能実習生、
外国人児童生徒等の
増加に伴う日本語
学習者層の広がり

・日本語教員としての基本的な
資質・能力
・日本語教員の専門的能力

2018
2019

文化庁文化審議会国語
分科会「日本語教育人材
の養成・研修のあり方に
ついて（報告）改定版」

在住外国人のさらなる増
加、在留目的の多様化
→日本語教師の役割の
多様化

・日本語の教授に留まらない
教育全般に関わる要件
・自身の専門性を絶えず
更新し続ける人



 個別性の捨象
 自身の変容の捨象

2.資質・能力のリストの捉え方

「準拠枠」としての
資質・能力のリストの受容

 リストに「準拠」して資質・能力
のリストをクリアすれば、
◯◯の日本語教師になれる。

ぶっちゃけ、しんどい！

「参照枠」としての
資質・能力のリストの受容

 リストを「参照」して
自分にとって必要な
資質・能力を身に付ける。

 個別性を失うことなくリストを活用
 自身の教育実践や実践の省察の中で

リストを活用

ぶっちゃけ、楽しい！



文化庁文化審議会国語分科会（2019）
「日本語教育人材の養成・研修のあり方について
（報告）改定版」、p.35



3.日本語教師の専門性観

 第三者によって規定される
固定的な資質・能力

 すべての（特定の分野で
活動する特定の段階の）
日本語教師に必要とされる

一般的・静態的専門性観

「準拠枠」としての
資質・能力のリストの受容

 各々が自らの実践を通して
作り上げていくプロセス

 個々の日本語教師によって
異なる

個別的・動態的専門性観

「参照枠」としての
資質・能力のリストの受容



3.日本語教師の専門性観

銀行型 日本語教師の専門性

 専門性は固定的な知識・技能
として外部にあり、教師はそれを
取り込む。

 基本的に受動的になる。

問題解決型 日本語教師の専門性

 専門性は個々の教師が自ら
作り上げていくプロセス。

 知識・技能を能動的に創り出す。



 各々が自らの実践を通して
作り上げていくプロセス

 個々の日本語教師によって
異なる

個別的・動態的専門性観

 第三者によって規定される
固定的な資質・能力

 すべての（特定の分野で
活動する特定の段階の）
日本語教師に必要とされる

一般的・静態的専門性観

「準拠枠」としての
資質・能力のリストの受容

銀行型 日本語教師の専門性

「参照枠」としての
資質・能力のリストの受容

問題解決型 日本語教師の専門性

私たちの専門性観

資質・能力
のリスト



 各々が自らの実践を通して
作り上げていくプロセス

 個々の日本語教師によって
異なる

個別的・動態的専門性観

 第三者によって規定される
固定的な資質・能力

 すべての（特定の分野で
活動する特定の段階の）
日本語教師に必要とされる

一般的・静態的専門性観

「準拠枠」としての
資質・能力のリストの受容

銀行型 日本語教師の専門性

「参照枠」としての
資質・能力のリストの受容

問題解決型 日本語教師の専門性

私たちの専門性観

資質・能力
のリスト

従属的・他律的日本語教師 主体的・自律的日本語教師



そもそも我々は
主体性や自律性を

おざなりにしてきたのでは？



次に続く
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